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～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし
2015年4月14日（火）

今年度第36回（通算72回）例会

本日のプログラム

＜イニシエーションスピーチ＞

株式会社アフィニティホールディングス

代表取締役社長、

愛宕RCロータリー財団委員長

加藤俊吾 会員

■2015年4月7日 会長挨拶

会長 尾関勇

本日は愛宕RCにとって、初めてROTEX（ロータリー青少年交換
留学生）の方をお迎えしてお話を聞くということでございます。
ロータリーにはROTEXやローターアクト、米山記念奨学生だった
りとありますが、私たちができることを、先達の方々が作られた
システムを十分に学んで、支援していく。新しく創業支援塾の様
にできるところは初めて行くのが大切だと思っています。
今より40時間前に、愛宕RC第3回ゴルフ親睦会が行われまし

た。愛宕RCでは珍しい親睦会の一つですが、デットヒートのスコ
アで優勝が決まりました。
次年度に向けて、新しいDG事業、2750地区の補助金を使った事

業がスタートを致しております。まだ申請段階ですが、皆様方に
おかれましては創業支援塾も終了してなく戸惑われるかもしれま
せんが、毎年竹の節の様に新しいことを行い、結果を見出し、ま
た次に新しいことを次年度の方が考えるのは非常に良いと思って
います。ネーミングも全員で考え、票を入れたのもよかったで
す。
また4月15日からシアトルRCとPeacemaking Circle事業の為

に、私と石渡会長エレクト、加藤委員長、若尾副委員長の4名で
行って参ります。あちらでは、様々な移民難民の方との交流を計
画しております。2014年は日本における難民申請が1.5倍、5,000
人を突破したとありました。そのうち難民認定されたのが11名と
いうことです。国際的にも受入の少なさが問題となっています
が、何故そのように申請するかというと、申請して6か月する
と、認可されていなくても仕事につけると言うのがあります。認
定はいい、とにかく日本で仕事に就きたいということです。日本
は難民認定は難しいが、申請さえすれば稼ぐことができると。ア
メリカなら、入口できちんと認定を受けてその後でないと働けま
せん。つくづく日本は不思議な国だと思います。審査期間は一人
につき7.3か月、是非皆様もこの問題に意識を向けて頂ければと
思います。「グッド・ライ～いちばん優しい嘘～」という映画
は、事実を基にしたスーダン難民がアメリカでの大変な生活を描
いたものですが、最後のオチが素晴らしく、是非見て頂きたいと
思います。演じている俳優が全てアメリカ国籍を取得したスーダ
ン難民です。演技が迫真に迫っております。4月11日から日本で
も公開します。見て難民がわかるような簡単なものではありませ
んが、彼らの苦労やアメリカが行っている対策等考えさせられる
ことが多くありました。

■黄さんへ奨学金授与
台湾から戻ってきたばかりの黄さんより。
先月私は日本自動車技術会で発表し、その機会に色々な
日本の自動車メーカーの関係者とお会いしました。
今、鉄道安全研究でJR福知山線脱線事故の研究レポート
を準備しています。

皆さんおはようございます。上智大学外国語学部・イスパ
ニア語学科2年の中村千晶と申します。私は2010～11年度、
ちょうど5年前、ブラジルのクリチバという街に1年間留学し
ました。サンパウロとリオデジャネイロの割と近くですが、
ブラジル自体が大きいので、バスで移動すると5・6時間のと
ころでした。本日は皆さんに、留学前の事前研修のことや、
留学中感じた文化の違い、留学後の私自身の変化についてお
話していきます。
留学は奨学生の頃からしてみたいと思っていましたが、現

実的になったのは、ロータリーの青少年交換プログラムの説
明会に行ってからでした。留学を終えた先輩ROTEXの体験談
や、プログラムが掲げる留学先の国、いわゆる派遣国で自分
が派遣生となって小さな親善大使となって文化交流を図る考
え方に魅力を感じ、ロータリーで留学をしたいと強く思うよ
うになりました。実際にロータリーで留学することになり、
私は9人の同期と派遣候補生となり、8人の来日生も含め、毎
月事前研修を受けるようになりました。事前研修では、覇権
国でより日本のことが伝えられるよう、日本について勉強し
たり、プレゼンテーションやディスカッションをすることで
自分の頭の中で考えたことを自分の意見として発信できるス
キルを身に付ける練習をしてきました。留学前の研修では、
ロータ

■4月7日のプログラム

＜卓話＞
ROTEX （2010-11年度ブラジル派遣）
中村 千晶 様



4月・5月のプログラム
○4/21（火）卓話：Brian Barbour（ブライアン・バーバー）様（日本難民支援協会渉外部部長）
○4/28（火）例会後、8:30～クラブ協議会（ビジター・ゲスト様にはご退席いただきます）
●5/ 5（火）休会（祝日による）
○5/12（火）イニシエーションスピーチ：塚田尚也会員（株式会社イクシア代表取締役、愛宕RC出席奨励副委員長、広報戦略委員）
●5/19（火）休会（規定による）
○5/26（火）大西洋様（株式会社三越伊勢丹ホールディングス代表取締役社長）

国際ロータリー第2750地区
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◇ニコニコBOX◆ ￥29,000 累計総額 ￥462,506
・本日はROTEX中村さん、ありがとうございます！愛宕RC懇親ゴルフでポールにクラブを買ってもらったので、多めにニコニコしま

す。（若山）・先日のゴルフコンペ、桜が綺麗な素晴らしいコースでした。直に、さらなる参加をお待ちしています。（丸山）・本日は
初のROTEX生による愛宕の卓話です。ありがとうございます。（尾関）・ニコニコ（山田）・おかげ様で7名の新入社員を迎え、健や

かな新年度の始まりとなりました。ありがとうございます。ニコニコ（石渡）・中村さんを卓話にお呼びいただきありがとうございま
す。（東京城南RC・根岸大蔵様）

リアンの方々を含め、ROTEXからアドバイスを沢山頂きました。
普段の中学校・高校の生活では得られない知識を沢山得ること
ができました。こういった留学前の事前研修は、他の留学機関
では異なる点であり、ロータリーで留学するメリットだと思い
ます。この留学前の1年間で、同期とはオリエンテーションだけ
でなく、一緒に日本舞踊やソーラン節を習ったりし、留学の不
安や様々なことを話し合い、一緒に過ごす時間が多く、何でも
話せる仲間になっていきました。
クリチバにはロータリーの留学生が30人以上来ました。アメ

リカ、ドイツ、アジア圏から来ていました。日本からは私1人で
したが、ドイツからは7・8人もいて、人見知りの私は日本人が1
人なことがとても心細く、どうして日本は1人なのかと不満に
思ったこともありましたが、ロータリーの集まり自体がとても
多く、何度も会っているうちに、国籍関係なく仲良くなれ、日
本人がいなくて逆に日本語を話す機会が無かったので、言語の
習得はその分早かったかと思います。
ブラジルでは3軒のホストファミリーにお世話になりました。

それぞれの家庭によって生活リズムや休日の過ごし方が異な
り、ホストファミリーとの生活はブラジルの文化を知る上でと
ても興味深いものでした。どの家族も素晴らしい方ばかりで、
温かく迎えてくれ、とても恵まれた環境で一年を過ごすことが
できました。中でも1軒目のホストファミリーは、私がポルトガ
ル語も英語もろくに話せない中、時には身振り手振りで一から
ブラジルのことを教えてくれました。そして休日にはクリチバ
の様々な名所に連れて行ってくれました。ブラジル人はとても
旅行好きで、一年に十数回は旅行に連れて行ってもらいまし
た。
この1年間の経験を通して、私は陽気で温かなブラジルのとり

こになりました。また日本に帰って来てからは、同期の仲の良
い子がメキシコに派遣されていたこともあり、中南米・南米軒
に興味を持つようになりました。大学に入ってからもその地域
の勉強をしたいと思い、南米の歴史や政治経済が学べる上智大
学に入学しました。今はROTEXとして、これから海外に羽ばたく
派遣候補生にアドバイスをする側となっています。ロータリー
のオリエンテーションに臨む彼らを見ると、自分のことが思い

◇◆ 出席報告 ◆◇
2015年3月24日 出席状況

・会員数 26名
・出席者 18名
・ビジター 2名
・ゲスト 4名

修正出席率

80.8%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

出され懐かしくなると共に、これから新たな1年間が始まる彼
らのことがとても羨ましくなります。もちろん楽しい事ばかり
ではアなくつらい事もたくさん経験すると思いますが、私と同
じように、派遣国を大好きになって帰って来てもらいたいと思
い、ROTEX活動をしています。
去年の夏、3週間ほど再びクリチバに訪れました。約3年ぶり

でしたが、高校1年だった時は気が付かなかったブラジルが抱
える政治の問題も、ホストファミリーに聞きながら3年前に感
じたブラジルとは異なる印象を受けました。それから私は、大
学でブラジルの政治経済について勉強したい気持ちが強まりま
した。将来は中南米、あるいは南米と日本の懸け橋となる仕事
をしたいと思っています。
ロータリーの留学は、その留学の1年間だけが特別になるわ

けではありません。留学前にオリエンテーションを通してたく
さんのスキルを身に付け、留学後も今まで興味の無かった分野
にまで興味を持つようになり、将来進みたい報告を決める上
で、ロータリーとの出会いは大変大きなものでした。留学が終
わっても、ロータリーと関わっていくことで、常に新しい出会
いと刺激を受けることができます。もし私がロータリーに出
会っていなかったら、もし私が留学していなかったら、私はこ
んなにブラジルに興味を持っていませんでした。そう考えると
ブラジル留学というめったにない機械を与えて頂いて、本当に
ロータリアンの皆様に感謝しております。本日はこのようなス
ピーチの機会を設けて頂いてありがとうございました。

出席率内訳

当日出席数(18)

修正出席数(3)

欠席数(5)

11.6%

69.2%

19.2%


